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1. はじめに 

 4G/5Gの周波数をカバーする広帯域な基地局用 GaN増

幅器として周波数帯域ごとにドハティ増幅器またはアウトフ

ェージング増幅器として動作させることで，高効率を保ちつ

つ 800MHz から 4.8GHz までの 4GHz 幅のカバーを目指し

ている（図 1）[1]．増幅器の測定系を PXI で構築中であり，

本報告はバイアス制御プログラムについて述べる． 

2. 測定系の概要 

キャリアアグリゲーションや基地局シェアリングを想定し，

解析帯域幅として 1GHzの広帯域が得られる測定器の検討

を行った．測定項目としてはスペクトラム測定，EVM, AM-

AM, AM-PM, ACPR 評価ができること，デジタルプリディス

トーション（DPD）による補償ができること，4G（LTE）および

5G（NR）のテスト信号を生成できることを重視した．ナショナ

ルインスツルメンツ社（NI）のベクトルトランシーバ PXIe-

5841を中心とした測定評価系を構築した[2]．PXIe-5841は

信号源 VSG とアナライザ VSA を一台にまとめた測定器で

ある．測定系のブロック図を図 2 に示す． 

3. バイアス制御プログラム 

上述の測定系において，広帯域増幅器のゲートおよびド

レイン電圧を変化させた自動測定の構築を目指し，2 台の

SMU（Source Measure Unit）を組合せシャーシに格納したコ

ントローラ（Windows10）から制御するプログラムを作成した．

制御ソフトウェアは LabVIEW2020 で，サンプル VI プログラ

ムをもとに作成を行った．SMU制御用に構築したプログラム

のフローを図 3 に示す．トランジスタの保護のためメイン増

幅器側ゲート電圧 Vg1（負電圧），ピーク増幅器用ゲート電

圧 Vg2（負電圧）を設定してから共通のドレイン電圧を 28V

まで数 V ステップで徐々に増加させるように制御した．また

増幅器の保護のためゲートおよびドレイン電流リミットを設

定した．バイアス設定後に RF信号を入力し，DPDを実行，

スペクトラムや EVM等の測定結果を保存する。図 3の赤枠

部分をあらかじめ規定した回数分繰り返した後，RF 信号を

OFF し，ドレイン電圧から徐々に電圧を降下させ，全ての

バイアス電圧を 0Vまで下げて終了する．当初 SMUに「リセ

ット関数」を用いると電圧が一定に保てず瞬断するトラブル

があったが，「中止関数」を用いることでエラーなく動作する

ようになった． 

4. 今後の課題 

バイアスを変化させて自動測定した測定データは膨大に

なるため，データ解析方法の効率化を検討する． 
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図 1 評価した広帯域 GaN 増幅器の回路ブロック 

 
図 2 測定系のブロック図 

 

図 3 バイアス制御フロー 
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